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今
回
も
御
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

旅
行
に
関
す
る
熱
い
思
い
！
・
感
動
！
・
ハ
プ
ニ
ン

グ
！
・
笑
い
！
な
ど
を
川
柳
に
し
ま
せ
ん
か
？ 

ど
し
ど

し
御
応
募
下
さ
い
！ 

短
歌
も
大
歓
迎
で
す
！ 

  

◆
高
校
生 

課
外
終
わ
り
に 

韓
国
へ 

 

◆
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

釜
山
の
街
を 

探
検
だ 

 

 

◆
帰
国
す
る 

２
つ
に
な
っ
た 

旅
行
鞄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
そ
ー
た
ん
「
証
」） 
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今月の紙面 

２
０
年
に
一
度
！
式
年
遷
宮 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
面
右
上 

プ
ロ
が
う
な
る
！
美
味
か
っ
た
～ 

 
 

 
 

 
 

一
面
右
下 

海
の
紅
葉 

シ
チ
メ
ン
ソ
ウ 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
面
左
上 

日
田
天
領
祭
り
と
千
年
あ
か
り 

 
 

 
 

 
 

 

二
面
右
上 

添
乗
員
日
記
「
～
感
動
は
何
処
で
す
か
～
（
中
）
」 

二
面
下 

神
話
博
し
ま
ね 

開
催
中
！
！ 

 
 

 
 

 
 

 

二
面
左
上 

そ
し
て
遷
御
を
来
年
に 

控
え
た
今
年
か
ら
は
、
社 

殿
造
営
の
お
祭
り
が
次
々 

と
続
き
ま
す
。
新
社
殿
が 

建
て
ら
れ
る
と
、
旧
社
殿 

に
使
わ
れ
て
た
古
材
は
、 

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
再
利
用 

さ
れ
ま
す
。
内
宮
・外
宮
正 

殿
の
棟
持
柱
は
、
宇
治
橋
の
内
側
・外
側
の
鳥
居
と
な

り
、
そ
の
ま
た
２
０
年
後
は
関
の
追
分
と
桑
名
七
里
の

渡
し
場
の
鳥
居
と
し
て
、
６
０
年
間
使
用
さ
れ
ま
す
。

ほ
か
の
古
材
も
、
古
来
由
緒
の
深
い
全
国
の
神
社
に

無
駄
な
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

第
６
２
回
式
年
遷
宮
を
記
念
し
て
、
平
成
２
４
年

４
月
７
日
、
外
宮
ま
が
た
ま
池
の
ほ
と
り
に
「せ
ん
ぐ
う

館
」が
開
館
い
た
し
ま
し
た
。
せ
ん
ぐ
う
館
は
式
年
遷

宮
の
意
義
と
社
殿
造
営
や
御
装
束
神
宝
調
製
の
技
術

を
未
来
に
継
承
す
る
た
め
、
「神
宮
」「式
年
遷
宮
」「神

道
」に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
展
示

と
、
様
々
な
講
演
・
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

【開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
４
時
３
０
分 

（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
） 

【休
館
日
】
毎
月
第
４
火
曜
日 

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

【入
場
料
】
一
般
３
０
０
円 

 

小
中
学
生 

１
０
０
円 

 
 

来
年
の
秋
が
楽
し
み
で
す
ね
！ 

来
年
、
２
０
１
３
年
秋
、
伊
勢 

神
宮
で
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

「式
年
遷
宮
」は
２
０
年
に
一
度
、 

社
殿
を
建
替
え
、
御
装
束
や
御
神
宝 

を
新
調
し
て
神
様
に
お
遷
り
願
う
日 

本
最
大
の
お
祭
り
で
す
。 

 

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
で
は
、
正
殿(
し
ょ
う
で
ん)

を
始

め
御
垣
内(

み
か
き
う
ち)

の
建
物
全
て
を
建
て
替
え
し
、
さ

ら
に
殿
内
の
御
装
束(

お
ん
し
ょ
う
ぞ
く)
や
神
宝
を
新
調

し
、
御
神
体
を
新
宮
へ
遷
（う
つ
）し
ま
す
。
装
束
と
は
、
神
々

の
衣
装
や
櫛
な
ど
の
服
飾
品
お
よ
び
遷
宮
の
儀
に
用
い
る

品
々
の
総
称
で
、
５
２
５
種
、
１
，
８
５
５
点
を
数
え
る

と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
神
宝
と
は
紡
績
具
、
楽
器
、
太
刀
、

香
炉
な
ど
の
調
度
品
や
日
常
品
の
類
で
、
１
８
９
種
、
４
９

１
点
に
お
よ
び
ま
す
。 

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
歴
史
は
と
て
も
古
い
も
の
で

す
。
第
１
回
の
式
年
遷
宮
が
内
宮
で
行
わ
れ
た
の
は
、
持

統
天
皇
４
年(

６
９
０
年)

で
す
。
そ
の
後
、
戦
国
時
代
の
１

２
０
年
以
上
に
及
ぶ
中
断
や
幾
度
か
の
延
期
な
ど
は
あ
っ

た
も
の
の
、
１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）
の
第
６
１
回
式

年
遷
宮
ま
で
、
お
よ
そ
１
３
０
０
年
に
亘
っ
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
第
６
２
回
を
数
え
ま
す
。 

２
１
世
紀
に

な
っ
て
初
め
て
迎
え
る
、
式
年
遷
宮
と
な
り
ま
す
。 

式
年
遷
宮
で
は
、
遷
御
の
儀
（
大
御
神
が
新
し
い
社
殿

へ
遷
る
祭
儀
）
に
向
け
て
、
約
３
０
の
お
祭
り
と
行
事
が
、

８
年
に
亘
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
御
用
材
の
伐
採
、

神
域
へ
の
曳
き
入
れ
、
新
御
敷
地
の
お
祓
い
…
…
。 

 

 

熊
本
県
は
人
吉
市
の
人
里

離
れ
た
渓
流
地
に
、
全
国
で
も
珍

し
い
き
じ
料
理
の
お
店
、
き
じ
屋

が
あ
り
ま
す
。
味
は
淡
白
で
甘
み

が
あ
り
皮
の
部
分
は
こ
り
こ
り

し
て
歯
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
湯
霜
さ
れ
た
肝
刺
し
は
軟
ら

か
く
ク
セ
が
無
い
の
が
特
徴
で

す
。
先
付
け
に
珍
し
い
卵
黄
の
味

噌
漬
け
や
も
も
肉
の
た
た
き
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
料
理
が
運
ば

れ
て
き
ま
す
。
お
肉
を
炭
火
で
焼

く
時
は
火
を
中
ま
で
通
さ
ず
に

焼
く
の
が
コ
ツ
（
焼
き
す
ぎ
る
と

堅
く
な
る
）
、
脂
が
少
な
く
体
に

や
さ
し
い
料
理
で
す
。
山
里
の
清

流
音
に
心
癒
さ
れ
な
が
ら
の
き

じ
料
理
は
格
別
に
美
味
し
く
頂

け
ま
す
。
是
非
一
度
、
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。 

 

 

１
１
月
３
日(

土)

、
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、｢

雑
技
の
祭
典｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

上
海
・
北
京
”
雑
技
の
最
高
峰
”
元
祖
・

中
国
雑
技
団
が
や
っ
て
き
ま
す
。
チ
ケ
ッ

ト
は
８
月
２
０
日
よ
り
田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
に
て
、
発
売
中
で
す
。
み
な
さ
ん

華
麗
な
技
を
見
に
、
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？ 

 

 

お
問
い
合
わ
せ
・
・
・ 

田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

０
９
４
７
―
４
４
―
４
８
７
０ 

 
 

 
 

 
 

 

皆
さ
ん
は
、｢

シ
チ
メ
ン
ソ
ウ｣

と 

い
う
海
の
紅
葉
と
も
呼
ば
れ
る
植
物
を
ご
存
知
で
す

か
。
シ
チ
メ
ン
ソ
ウ
は
、
ア
カ
ザ
科
の
一
年
草
で
、

ホ
ウ
レ
ン
草
と
同
じ
仲
間
で
す
。
中
で
も
佐
賀
県
に

あ
る
、
東
与
賀
河
岸
は
最
大
の
群
集
地
で
、
長
さ
１

６
０
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
０
メ
ー
ト
ル
の
シ
チ
メ
ン

ソ
ウ
ヤ
ー
ド
を
整
備
し
、
間
近
で
観
察
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

シ
チ
メ
ン
ソ
ウ
は
幼
植
物
の
頃
か
ら
部
分
的
に
淡

紅
紫
色
を
呈
し
、
生
長
の
過
程
で
色
の
変
化
が
み
ら

れ
、
秋
期
に
は
全
株
が
鮮
や
か
な
紅
紫
色
と
な
り
、
海

岸
や
河
口
付
近
を
彩
り
美
し
い
景
観
を
か
も
し
だ
し

ま
す
。
あ
た
か
も
七
面
鳥
の
よ
う
に
色
変
わ
り
す
る

こ
と
か
ら
、｢

シ
チ
メ
ン
ソ
ウ｣

（
七
面
草
）
と
呼
ば
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
見
頃
は
１
１
月
の
初
旬
か
ら
１

１
月
中
旬
で
す
。 

東
与
賀
海
岸
は
、
有
明
海
に
面
し
た
泥
の
海
岸
で
、

シ
チ
メ
ン
ソ
ウ
の
他
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
や
シ
オ
マ
ネ
キ
な

ど
が
観
察
出
来
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
天
皇
の
最
後
の 

行
幸
地
と
し
て
も
有
名
で
、

記
念
碑
と
御
製
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。 

堤
防
沿
い
に
干
潟
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
干
潟
よ
か
公
園
も
あ

り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、 

楽
し
め
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

是
非
、
今
年
は
一
味
違
う
、
紅
葉
を
観
に
行
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

●
東
与
賀
海
岸 

佐
賀
県
佐
賀
市
東
与
賀
町
大
字
下
古
賀
２
８
８
５
―
２ 

●
お
問
い
合
わ
せ
・
・
・ 

佐
賀
市
東
与
賀
支
所
産
業
振
興
課 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
５
２
―
４
５
―
１
０
２
２ 

 

１
０
月
第
２
・
第
３
、
土
曜
・
日
曜
で
、
福

智
町
金
田
・
神
崎
地
区
神
幸
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。 

秋
の
神
幸
祭
で
は
、
多
く
の
山
笠
が
お
祭
り
を

盛
り
上
げ
、
感
動
す
る
こ
と
間
違
え
な
し
！
！ 

特
に
、
数
年
前
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
、
夕
方

か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
山
笠
の
競
演
は
、 

 

迫
力
が
あ
り
、
と
っ
て
も
見
ど
こ
ろ
で
す
♪ 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

(

オ
レ
ン
ジ
会 

マ
サ) 

●
福
智
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課 

０
９
４
７
―
２
２
―
７
７
６
６ 

  

お客様より、地

域のお祭り情報

を頂きました！ 
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営業時間 9:30～18:00(平 日) 

      9:30～14:00(土曜日) 

【
日
田
天
領
ま
つ
り
】 

 

江
戸
時
代
、
日
田
は
幕
府
直
轄
の
天
領
と
し
て

栄
え
、
九
州
を
統
括
す
る
「西
国
筋
郡
代
（さ
い
ご

く
す
じ
ぐ
ん
だ
い
）」が
置
か
れ
た
山
間
の
都
で
し

た
。
日
田
天
領
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
の
は
、
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
り
、
江
戸

時
代
の
風
情
と
現
代
の
営
み
が
調
和
す
る
町
、

「
豆
田
町
」
で
す
。 

ま
つ
り
で
は
、
九
州 

各
地
か
ら
特
産
品
を
集 

め
、
当
時
の
に
ぎ
わ
い 

を
再
現
す
る
「
天
領
ひ 

た
食
の
乱
」
を
開
催
。 

ま
た
、
町
人
文
化
の 

栄
え
た
豆
田
町
で
は
、 

地
元
自
治
会
や
商
店
街 

が
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ 

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
千
年
あ
か
り
】 

 

日
田
天
領
ま
つ
り
が
開 

催
さ
れ
る
前
夜
か
ら
約
３ 

万
本
の
竹
灯
ろ
う
が
闇
夜 

の
水
面
を
幻
想
的
に
照
ら 

し
出
す
千
年
あ
か
り
が
開 

催
さ
れ
ま
す
。 

 

平
成
１
６
年
、
豆
田
町
が
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、「
花
月

川
も
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
、
自
然
を

残
し
た
川
に
し
よ
う
！
」
と
改
修
さ
れ
ま
し
た
。 

 

川
の
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
際
、
周
辺
の
里
山

の
保
全
も
兼
ね
て
、
岳
林
寺
境
内
に
広
が
る
竹
を

切
り
、
有
効
活
用
と
い
う
こ
と
で
、
竹
灯
ろ
う
を

灯
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
好
評
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
そ
の
こ
ろ
低
迷
し
て
い
た
天
領
ま
つ
り

の
夜
に
も
竹
灯
ろ
う
を
灯
そ
う
と
い
う
意
見
が
出

て
、
平
成
１
７
年
の
秋
に
、
天
領
ま
つ
り
と
同
時

に
竹
灯
ろ
う
２
万
本
が
川
の
周
辺
を
埋
め
尽
く

し
、
千
年
あ
か
り
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

豆
田
の
人
た
ち
を
中
心
に
、
真
心
込
め
て
作
ら
れ

た
３
万
本
の
竹
灯
ろ
う
が
、 

花
月
川
河
川
敷
や
豆
田
の 

古
い
町
並
み
を
優
し
く
照 

ら
し
出
し
、
見
る
人
を
幽 

玄
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。 

「
過
去
千
年 

未
来
千
年
」 

過
去
の
歴
史
を
ひ
も
と
い 

て
立
ち
止
ま
り
、
さ
ら
に 

未
来
へ
と
こ
の
豆
田
町
や 

歴
史
に
光
を
照
ら
す
幻
想 

的
な
催
し
で
す
。 

 
 

 
 

 
毎
年
１
１
月
に
日
田
で
行
わ
れ
て 

い
る
日
田
天
領
ま
つ
り
と
千
年
あ
か
り 

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？ 

日
田
天
領
ま
つ
り
は
今
年
で
第
３
３
回
、
千
年

あ
か
り
は
第
８
回
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
お
ま
つ
り
の
歴
史
・
魅
力
な
ど
を
た
っ
ぷ

り
ご
紹
介
致
し
ま
し
ょ
う
♪ 

【
開
催
日
】 

・日
田
天
領
ま
つ
り 

１
１
月
１
０
日
（
土
）
～
１
１
月
１
１
日
（
日
） 

・千
年
あ
か
り 

１
１
月
０
９
日
（
金
）
～
１
１
月
１
１
日
（
日
） 

夕
食
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
見
慣
れ
な
い
と
言
う
か
得

体
の
知
れ
な
い
物
体
・
・
・
天
ぷ
ら
に
は
間
違
い
な 

い
の
で
す
が
・
・
・
。
興
味
津
々
に
現
地
係
員
に
尋 

ね
ま
し
た
。
「G

re
e
n

 c
a
te

rp
illa

r

」
と
の
答
え
！ 

「
へ
～
え
！
噂
に
聞
く
が
是
が
そ
う
な
の
か
」
っ
て 

！
「
ぎ
ゃ
～
～
～
～
」
涙
が
出
ま
し
た
。
な
っ
！
な 

ん
と
芋
虫
な
の
で
す
。
以
後
の
食
事
は
物
体
が
何
で 

あ
る
か
が
確
認
で
き
た
モ
ノ
し
か
口
に
運
ば
な
い
協

定
を
結
ん
だ
の
は
賢
明
な
判
断
で
し
た
。 

サ
フ
ァ
リ
は
早
朝
と
夕
刻
に
行
う
の
で
す
が
猛
獣

発
見
と
の
情
報
が
入
手
で
き
、
ゲ
ー
ム
ド
ラ
イ
ブ
に 

出
か
け
ま
し
た
。
我
々
は
２
台
の
車
に
分
か
れ
、
其 

々
に
ド
ラ
イ
バ
ー
１
名
と
ガ
イ
ド
１
名
が
乗
車
我
々

の
緊
張
は
高
ま
り
ま
す
。 

猛
獣
に
出
会
う
緊
張
よ
り
、
車
が
オ
ー
プ
ン
カ
ー 

（
フ
ォ
ロ
ー
な
し
）
で
あ
る
事
と
ガ
イ
ド
が
銃
を
持 

っ
て
い
る
事
。 

い
ざ
出
陣
！
と
ば
か
り
に
飛
出
し
た
我
々
の
服
装

は
実
に
無
防
備
！
「
大
丈
夫
か
？
」
と
お
客
様
に
聞 

か
れ
「
大
丈
夫
で
す
！
」
と
答
え
た
私
の
心
臓
は
恐 

怖
に
怯
え
て
い
ま
し
た
。
後
で
こ
っ
そ
り
流
暢
な
英 

語
（
ゼ
ス
チ
ャ
ー
付
）
で
係
員
に
「
大
丈
夫
か
？
こ 

の
服
装
で
」
と
尋
ね
る
と
、
「
複
数
の
人
間
で
行
動 

す
れ
ば
ラ
イ
オ
ン
は
絶
対
に
襲
わ
な
い
」
と
の
こ
と
。 

こ
れ
が
一
人
で
行
動
す
る
と
「
必
ず
襲
わ
れ
る
」
そ 

う
で
す
。 

ゲ
ー
ム
ド
ラ
イ
ブ
終
了
後
に
今
回
の
旅
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
と
も
言
え
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
フ
ォ
ー
ル
ズ
へ
移

動
で
す
。
ジ
ン
バ
ブ
エ
と
ザ
ン
ビ
ア
国
境
に
ま
た
が 

る
こ
の
滝
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
イ
グ
ア
ス
と
並
び
世
界 

三
大
瀑
布
に
数
え
ら
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に 

も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
フ
ォ
ー
ル
ズ
の
ス
ケ
ー
ル
に
感
動

し
半
端
で
な
い
水
飛
沫
を
浴
び
な
が
ら
こ
こ
で
宿
泊

し
ま
し
た
。 

慣
れ
と
は
実
に
恐
ろ
し
い
モ
ノ
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ 

ア
フ
ォ
ー
ル
ズ
を
堪
能
し
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
へ
の
帰

路
に
て
出
会
う
、
象
や
キ
リ
ン
は
最
早
、
珍
し
い
モ 

ノ
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
様
で
す
。
日
本
で
犬 

や
猫
を
見
る
様
に
、
振
向
く
事
も
な
く
な
っ
て
し
ま 

い
ま
し
た
。
（
１
２
月
号
に
続
く
） 
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  角島大橋を車で渡ればす 

ぐの｢角島｣。昼間の自然や 

海の美しさを堪能するのも 

おすすめですが、島の象徴 

である｢角島灯台｣の夜間点 

灯を見に行ってみてはいか 

がでしょうか♪ 

力強く海を照らすその明 

りは、幻想的にも見えます 

よ☆星のきらめき、対岸の 

夜景も楽しめます！ 

 『
小
鹿
田
焼
（
お
ん
た
や
き
）
』
に

触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？ 

 

１
０
月
１
３
日
・
１
４
日
に

『
小
鹿
田
焼
（
お
ん
た
や
き
）民
陶

祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
！ 

民
陶
祭
で
は
、
１
０
軒
の
窯
元

（
か
ま
も
と
）
の
庭
先
に
、
お
皿

や
湯
呑
み
な
ど
素
朴
で
温
か
み

の
あ
る
た
く
さ 

ん
の
作
品
が
並 

び
販
売
さ
れ
ま 

す
。 

【
場
所
】 

大
分
県
日
田
市 

源
栄
町
皿
山 

現
在
、
出
雲
大
社
周
辺
を
主
に
し
、
島
根
県
内
各
地
を
訪

ね
歩
き
、
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
『
神
話

博
し
ま
ね
』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
！ 

日
本
の
始
ま
り
が
綴
ら 

れ
た
日
本
最
古
の
歴
史
書 

が
「
古
事
記
」
で
す
。
そ 

こ
に
描
か
れ
た
神
話
の
舞 

台
が
島
根
で
す
♪ 

『神
話
博
し
ま
ね
』
の
主 

会
場
、
そ
し
て
見
ど
こ
ろ 

は
、
旧
暦
１
０
月
に
、
日 

本
各
地
か
ら
八
百
万
（や 

お
よ
ろ
ず
）の
神
々
が
集
ま
る
出
雲
大
社
周
辺
。
神
話
の
舞
台

が
今
も
残
る
島
根
県
内
各
地
の
魅
力
を
訪
ね
歩
く
た
め
の

「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
神
話
の
物

語
を
表
現
し
た
「
神
話
映
像
館
」、
県
内
各
地
の
伝
統
芸
能

を
見
て
い
た
だ
く
「
し
ま
ね
魅
力
発
信
ス
テ
ー
ジ
」
な
ど
、

み
な
さ
ま
に
「
神
話
」
の
物
語
と
「
島
根
」
の
魅
力
を
お
伝
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
期
間
】
７
月
２
１
日
（
土
）
～
１
１
月
１
１
日
（
日
） 

 

日
本
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
名
所
の

中
で
外
せ
な
い
の
は
、
何
と
言
っ
て
も

『
出
雲
大
社
』
で
す
よ
ね
！  

出
雲
大
社
の
縁
結
び
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

は
、
万
物
に
通
ず
る
パ
ワ
ー
か
ら
き
て
い

ま
す
。
岩
や
木
々
を
見
る
だ
け
で
心
が

癒
さ
れ
る
・
・
・
と
て
も
ス
テ
キ
な
空

間
で
す
ね
♪ 

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
「
自
然
」
そ
し

て
「
神
様
」
の
パ
ワ
ー
を
頂
き
に
行
き

ま
し
ょ
う
！ 
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